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～寄り合って，寄り添って，みんなで育て，みんなで育つ～ 

長崎市立三原小学校 
「誇りをもち、主体的で、自律できる子どもの育成」 

～安全・安心を大切にする三原っ子～ 
 MIHARA TIMES 

令和６年１０月１５日発行     文責 校長 増﨑 祥宣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 三原っ子集会を行いました。 

 ９月１７日（火）、リモートによる第１回三原っ子 

集会を行いました。 

この集会は、自分が日頃から頑張っていることや特 

技を全校の前で発表するという集会です。第１回目は、 

２組３名の児童が披露してくれました。リコーダーと 

鍵盤ハーモニカの合奏とピアノの演奏でした。３人と 

も一生懸命、取り組んでいることが分かりました。 

みんなの前で発表したいと思えるくらい熱心に取り 

組んでいることは、すばらしいことだと思いました。 

 秋の交通安全運動が終わりました。  （子どもも大人も気を付けよう！） 

交通安全運動の期間中、旗当番をしていただいた方からの感想をいただきました。 

・乗合タクシーが停車している付近は危険であるので、車も歩行者も注意が必要。 

・依然として、スピードをゆるめずに走ってくる車があるので注意が必要。 

・交通指導員さんには挨拶をするが、当番の方には挨拶をしてくれない児童も多い。 

  

 親子歯磨き教室。１・４年生。  
 
 毎年、１年生と４年生を対象に実施している親子歯磨 
き教室を今年度も実施しました。 
学校歯科医師である出口先生に来ていただき、ブラッ 

シング指導をしていただきました。 
模型を使って歯ブラシのあて方や磨き方を教えていた 

だきました。歯垢の染め出しを行うと、どの部分の磨き 
残しがあるのかがはっきり分かりました。 
普段の歯磨きのやり方を親子で確認するいい機会にな 

りました。 

 租税教室を行いました。６年生。 

 ９月２０日（金）、市役所の職員の方を講師に招き 

６年生が租税教室を行いました。 

ビデオを見たり職員の方からお話を聞いたりして、 

税金の仕組みやどのように税金が使われているのかを 

学びました。 

また、１億円と同じ重さのアタッシュケースを持た 

せてもらい、１億円のお札の重さを感じました。 

今回の学習で、税金の大切さについて学ぶことがで 

きました。 


